
近畿大学・東洋医学研究所・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４４１９

基盤研究(C)（一般）

2017～2015

PMS症状を標的とした女性アスリートパフォーマンス改善への栄養学的アプローチ

Nutritional approach for PMS/PMDD in female athletes

２０３０１２６０研究者番号：

武田　卓（TAKEDA, Takashi）

研究期間：

１５Ｋ０１６３６

平成 年 月 日現在３０   ５ ２５

円     3,700,000

研究成果の概要（和文）：大学生対象の調査結果から、アスリートのほうが、文化部学生と比較し、PMS/PMDDに
よるパフォーマンス障害が大きく、食事摂取面では魚摂取がパフォーマンス障害の改善因子となった（オッス比
0.61）。より詳細な食事摂取調査票のBDHQを用いた調査結果からは、パフォーマンス障害を自覚する選手では、
植物性蛋白摂取が少なく、動物性蛋白摂取が多くなった。活性型イソフラボンであるエクオール産生能を検討し
たところ、エクオール非産生者はパフォーマンス障害のリスク因子となった（オッス比3.34）。女子高校生運動
部員を対象とする調査から、PMSの身体症状が疲労骨折のリスクファクターとなった（オッス比1.66）。

研究成果の概要（英文）：We have shown that ‘fish consumption’ was associated with a decreased risk
 of poor performance in collegiate athletes (odds ratio, 0.61). We have also shown that plant 
protein intake was lower among athletes with PMS-related impairment than among athletes without 
impairment. We have further analyzed the equol production status in athletes, and equol 
non-producers were shown to be significant risk factors for poor athletic performance (odds ratio, 
3.34). We have also shown that ‘physical symptoms of PMS’ was associated with an increased risk of
 stress fractures in adolescence athletes (OR 1.66). 

研究分野：産婦人科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) PMS・PMDD は女性アスリートのパフォー
マンスに悪影響を及ぼし、約 40％のアスリー
トが、パフォーマンス障害を自覚している。 
(2) 疾患そのものへの認知が遅れているこ
ともあり、十分な対策が取られていない。 
(2) アスリートの PMS・PMDD は、薬物治療自
体によるパフォーマンスへの悪影響やドー
ピングの問題も含めて、薬物治療は行いにく
いのが現状である。 
(3) 薬物以外の食習慣などの生活習慣改善
や食物由来成分による症状軽減を試みるこ
とは、一般女性以上に重要な意義を持つと考
えられる。 
(4) 診断・治療効果判定に使用できるような、
PMS・PMDD に特異的なマーカーが存在しない。 
 
２．研究の目的 
薬物療法以外の女性アスリートの PMS・PMDD
症状改善方法の開発を目的とする。本研究で
は、食事・栄養面からの介入による PMS・PMDD
症状改善方法を臨床応用するための研究を
目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1)食事摂取調査票（BDHQ）による PMS・PMDD
増悪因子・改善因子解析を栄養疫学的に解析
した。 
(2)活性型イソフラボンであるエクオール産
生能と PMS・PMDD によるパフォーマンス障害
との関連性を検討した。 
(3)唾液中 miRNA をマイクロ RNA チップを用
いて解析し、PMS・PMDD の症状の重症度や治
療効果に関連するバイオマーカー候補を探
索的に検討した。 
 
４．研究成果 
(1) 大学アスリートを対象とした食事摂取
と PMS・PMDD によるパフォーマンス障害の関
連性検討 
 国際大会や全国大会への出場経験のある
選手を多数含む近畿大学全学体育会所属の
女性アスリート 200 名と文化部所属学生 112
名を調査対象とし、7 品目からなる簡易な食
事摂取頻度と PMS・PMDD の重症度をスクリー
ニングする自記式調査を行った。パフォーマ
ンス障害はアスリートの方が文化部所属学
生 よ り も 重 度 で あ っ た （ P=0.002 by 
ManneWhitney U test）。パフォーマンス障害
に関して、ロジスティック回帰分析をすると、
アスリートにおいては、「魚摂取」が、有意
な 改 善 因 子 と な っ た （ OR0.61, 95%CI 
0.40-0.92）（文献４）。 
 
(2) 大学アスリートを対象とした BDHQ を用
いた栄養疫学的調査 
近畿大学の女性アスリート135名を対象に、
BDHQ を用いた詳細な食事摂取頻度調査と
PMS・PMDD の重症度をスクリーニングする自
記式調査を行い、食事摂取からの蛋白質摂取

量を推定した。中等度から重度の PMS・PMDD
によるパフォーマンス障害を自覚する選手
は 18 名（13.3％）認め、パフォーマンス障
害あり群とした。障害あり群では、なし群と
比較して植物性蛋白摂取量が少なく、動物性
蛋白摂取量が多く、植物性蛋白摂取比率が有
意に低いことが明らかになった（表１）。 
 
表１パフォーマンス障害有無と蛋白摂取量
（文献１） 

総エネルギー摂取量、BMI、一日当たりの練
習時間で補正した 2 群の平均値をｔ検定：  
＊P<0.05 
 
 
(3)大学アスリートを対象としたエクオール
産生能と PMS・PMDD によるパフォーマンス障
害関連性検討 
日本人における植物性蛋白質摂取の大部
分は大豆由来である。大豆イソフラボンは腸
内細菌により活性型イソフラボンに代謝さ
れ、イソフラボンとしての効果を発揮するが、
腸内細菌の個体差により、エクオール産生者
と非産生者にわかれ、非産生者においては、
大豆を摂取しても、イソフラボンの効果は十
分に発揮されない。一般的に、エクオール産
生者は、エストロゲン依存性疾患において、
非産生者と比較して、有利に作用するとされ
ている。そこで、研究成果（1）の結果を受
けて、エクオール産生能の評価を実施し、
PMS・PMDD によるパフォーマンス障害との関
連性を検討した。 
大学アスリート 88 名を対象とし大豆負荷
テストによるエクオール産生能を評価した。
エクオール産生能評価は、大塚製薬研究所の
協力により実施した。エクオール産生者の比
率は 29.5％（26 名）であり、これまでに報
告された一般若年女性の比率と有意差を認
めなかった（P = 0.139 by Fisher’s exact 
test)。 
パフォーマンス障害のリスク因子をロジ
スティック回帰分析により検討したところ、
「エクオール非産生者」はリスク因子となる
ことが明らかになった。同時に、「競技のた
めの体重制限」もリスク因子となり、栄養と
パフォーマンス障害との関連性が明らかと
なった（表２）。 
エクオールを含有するサプリメントは、我
が国においては、主に更年期を対象として市
販されている。アスリート 3名にエクオール
含有サプリメントを探索的に投与したとこ
ろ、ある程度の症状改善を認め、PMS・PMDD
に対する今後の治療への応用が期待される。 



また、PMS・PMDD や月経痛に関する疾患教
育を調査実施前に研究対象者の 25％（22 名）
に実施していたが、疾患教育講習参加はパフ
ォーマンス障害に対する有意な改善因子と
はならなかった（p=0.623）。 
 
 
表２パフォーマンス障害リスク因子解析（文
献 2） 

OR, odds ratio; CI, confidence interval 
 
 
(4)高校生アスリートを対象とした疲労骨折
と PMS・PMDD の関連性検討 
月経不順や無月経は疲労骨折のリスクフ
ァクターとして知られているが、疲労骨折は
月経整で卵巣機能が正常の状態でも発症す
る。PMS・PMDD は月経整の状態でしか発症し
ない。月経周期が整である女子高校生運動部
員 394 名を対象として、ロジスティック回帰
分析により、疲労骨折のリスク因子を PMS 症
状を含めた因子を用いて解析した。「競技の
ための体重制限」、「1 週間の練習時間」とと
もに、「PMS の身体症状」が、疲労骨折既往の
リスク因子となった（表３）。 
 
 
表３月経周期整の高校生アスリートにおけ
る疲労骨折リスク因子解析（文献３） 

OR, odds ratio; CI, confidence interval 
 
 
また、月経痛による社会・日常生活への障
害度と PMS・PMDD による社会・日常生活への
障害度を比較したところ、「社会活動参加」
における障害度は有意差をみとめなかった
が、「作業能率低下」「対人関係障害」「競技
でのパフォーマンス障害」において、PMS・
PMDD による影響のほうが月経痛による影響
より重度であることが明らかとなった（表
４） 
 
 
表４月経周期整の高校生アスリートにおけ

る月経痛・PMS・PMDD による社会・日常生活
への障害度の比較（文献３） 

 
(by Wilcoxon signed-ranks test) 
上段が月経痛による障害度、下段が PMS・PMDD
による障害度を示す。 
 
 
(5)PMS・PMDD 患者における唾液中 miRNA 解析 
PMS・PMDD 症状を有する一般女性を対象に
唾液中の miRNA をマイクロ RNAチップを使用
して探索的検討を行った。PMS・PMDD 症状が
強の被験者で症状が弱の者に比較して8倍以
上の変動を認め、かつ治療の前後で 4倍以上
変動する miRNA を 2 種類認め、これらは診
断・治療のマーカー候補になりうると考えら
れた。さらに、これらとは別の miRNA で、そ
れぞれの変化量は 2～4 倍であるが、かなり
発現量が多い miRNA を 2種類認めており、あ
わせて診断・治療のマーカー候補になりえる
と考えられた。 
これらに関しては、今回の課題とは別に実施
中の臨床試験における検体を利用して、さら
に詳細な検討を実施していく予定としてい
る。 
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